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PFAS に関する環境省の施策と 
分解技術の展望 

 講 
 

師 

環境省 水・大気環境局 環境管理課 有機フッ素化合物対策室 室長 吉﨑 仁志 氏 

立命館大学 生命科学部 応用化学科 教授 小林 洋一 氏 
  

日 時 
受講方法 

2025 年２月１３日（木） 午後１時３０分～４時 
ライブ配信／アーカイブ配信(２週間、何度でもご視聴可） 

 

Ⅰ．有機フッ素化合物（PFAS）に関する環境省の取組 吉﨑 仁志 氏 【13：30～14：40】 

社会的に関心が高まっている有機フッ素化合物（PFAS）について、環境省は、令和 5 年 1 月に「PFAS に対する

総合戦略検討専門家会議」を設置し、同年 7 月に同会議が取りまとめた「PFAS に関する今後の対応の方向性」を

踏まえ、PFAS に対する各種取組を進めている。 

本題目では、PFAS のうち、PFOS 及び PFOA に関する対応を中心に、環境省における取組等を御紹介する。 

１．PFOS、PFOA 等の概要 

２．国内におけるこれまでの PFOS、PFOA 等に関する取組 

（１）暫定目標値の設定  （２）水道水中・環境中での検出状況 

（３）PFAS に関する当面の主な取組について 

３．PFOS、PFOA 等に関する最近の主な取組 

（１）PFAS の食品健康影響評価について  （２）水道水に係る水質の暫定目標値の取扱いの検討 

（３）PFAS に関する研究の推進  （４）リスクコミュニケーションの促進に向けた取組 等  

４．まとめ 

５．質疑応答 

Ⅱ．難分解性 PFAS およびフッ素樹脂を可視光で温和に分解する技術 小林 洋一 氏 【14：50～16：00】 

本講演では、半導体ナノ結晶に可視 LED 光を照射することで、PFAS の中でも特に安定性の高いパーフル

オロオクタンスルホン酸（PFOS）、およびイオン交換膜として広く利用されているナフィオンをフッ素物イオンに

効率的に分解できる技術について紹介する。PFOS は 405nm の LED 光を 8 時間照射することで完全に脱フッ素化

され、ナフィオンは 24 時間の光照射で 81％が脱フッ素化された。この技術の詳細および展望について説明する。 

１．半導体ナノ結晶の概要 

２．PFAS の分解反応の現状 

３．半導体ナノ結晶を用いた PFAS の可視光分解 

４．今後の展望 

５．質疑応答   
ＰＲＯＦＩＬＥ  吉﨑 仁志（よしざき ひとし）氏 
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●受  講  料 各受講方法 １名につき ２７，５００円(税込) 

※ライブ配信受講者様で、アーカイブ配信もご希望の場合は追加料金１１，０００円（税込）で承ります。 

●お申込方法 

 

 

 

二次元バーコード、又は FAX にてお申し込み下さい。 

折り返し受講証、請求書をメール（PDF）にてお送りいたします。 

お申込み後、３営業日以内にお手元に届かない場合は必ずご一報下さい。 

※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 

その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい） 
 

事前に、セミナー講師へのご期待、ご要望、ご質問をお受けしております。 
可能な限り講義に盛り込んでいただきますので受講証に同封の用紙でご連絡下さい。 

■ライブ配信について 

＜１＞Zoom にてライブ配信致します。 

＜２＞お申込時にご記入いただいたメールアドレスへ視聴用 URL と ID・PASS を開催前日までにお送り致しますので、開催日時に

Zoom へご参加ください。 

■アーカイブ配信について 

＜１＞開催日より３～５営業日後を目安に Vimeo にて配信致します。 
＜２＞お申込時にご登録いただいたメールアドレスへ収録動画配信のご用意ができ次第、視聴用ＵＲＬをお送り致します。 

＜３＞動画は公開日より２週間、何度でもご都合の良い時間にご視聴頂けます。 
 

２月１３日（木）         「PFAS に関する環境省の施策と分解」         申込日   月   日 

貴 社 名  

所 在 地 
〒 

いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信  

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）        － Ｆ Ａ Ｘ （       ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
いずれかの☐に必ず✔をお入れ下さい。（アーカイブ配信の追加受講をご希望の場合は、２つ☑をお入れ下さい。） 

☐ ライブ配信 ☐ アーカイブ配信  

氏  名
ﾌ ﾘ ｶ ﾞ ﾅ

  所 属 部 署 ・ 役 職  

Ｔ Ｅ Ｌ （       ）         － Ｆ Ａ Ｘ （       ）         － 

Ｅ－ｍａｉｌ ブロック体でのご記入をお願いいたします。 
 
※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。  Ｋ 

通 信 欄   

 
●E-mail アドレス登録受付＆ご紹介キャンペーン実施中〔Amazon ギフト券（５００円）を進呈いたします〕 
□セミナーへのお申込みではなく、メール配信登録のみの方は左記へ✔を入れて下さい。 

※携帯アドレス、フリーメールアドレスは登録対象外となっております。 
※メール配信登録をご希望の方をご紹介下さい！ご紹介いただいた方には Amazon ギフト券（５００円）を進呈させていただきます。 
※上記お申込フォームに、ご郵送先（貴社名・所在地・氏名・所属部署・役職）をご記入下さい。 

 
■主催 公益財団法人 原総合知的通信システム基金 

■事務局（お申込み・お問い合せ先） 株式会社 新社会システム総合研究所 

お申込み受付 FAX ０３－５５３２－８８５１ 

〒105-0003 東京都港区西新橋２－６－２ ザイマックス西新橋ビル４階 
Tel:03-5532-8850／E-mail:info@ssk21.co.jp／URL:https://www.ssk21.co.jp 

※配信停止、宛先変更、個人情報の苦情及び相談・開示は上記までご連絡下さい。 ２５０８５－Ｅ  

詳細・お申込はこちら↓ 


